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　京都大学と高麗大学校とは，平成１４年に大学間学

術交流協定を締結し，交流を続けている。このたび

尾池和夫総長は，高麗大学校開校百周年記念式典に

参加するため，５月３日（火）から５日（木）まで

韓国の高麗大学校を訪問した。この式典には２２カ国

９５大学および韓国内１０５大学の学長らが参加した。

　式典に先立ち，

尾池総長，魚允大

高麗大学校総長，

許智宏北京大学長

の三者による座談

会が行われた。座

談会においては，

大学の社会的役割，大学の人材養成，大学の競争力，

アジアの大学の差別性，歴史認識に対する大学の役

割といった幅広いテーマについて意見が交わされた

が，その中で尾池総長は，地域社会と連携し文化の

発展に貢献しようとする京都大学の姿勢や，大学の

評価基準について西欧的伝統を認識しつつアジア独

自の評価基準を設けることの必要性などについて言

及した。また，魚

高麗大学総長は，

高麗大学が将来

リーダーとなる人

材を育成し，高い

国際競争力のある

大学を目指してい

ることなどについて述べ，許北京大学長は人材育成，

学術研究による知識と思想の普及，社会との連携の

重要性について触れた上で優れた教授陣の確保など

北京大学が行っている取り組みについて発言した。

　その後行われた世界大学長フォーラムでは，

Martha C. Piperブリティッシュコロンビア大学長

が「大学の役割は普遍的グローバルリーダーと世界

市民を育成すること」との基調講演を行い，その後

参加大学の学長は５つのグループに分かれて「知識

基盤社会のための大学の役割」というテーマで意見

交換を行った。

　５日にはメインイベントである高麗大学校開校百

周年記念式典が開かれた。尾池総長はアカデミック

ガウンを身につけ，各大学の校旗の立ち並ぶ壇上に

上がり，写真と共に紹介を受けた。２００に及ぶ大学

の学長が参加するという盛大なセレモニーの後，記

念の植樹を行い，全ての日程を終えた。

大学の動き

尾池総長の高麗大学校訪問

　５月１３日（金）に京都大学において，東アジア研

究型大学協会（AEARU）の理事会が開催された。

AEARUは，地域的・文化的な類似性を共有する東

アジア地域に位置する北京大学，清華大学，ソウル

東アジア研究型大学協会（AEARU）理事会の開催および理事校４大学との学術
交流協定の締結

ゾルボンヌ大学，UC Davisからの出席者と尾池総長

魚高麗大学校総長（中央），許北京大学長
（右）との座談会

京都大学の学旗を最前列に参加大学
学旗の入場
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　本学はAEARU理事校である香港科技大学，韓国

科学技術院（KAIST），国立台湾大学および中国科学

技術大学と大学間学術交流協定の締結について協議

を重ねてきた。このたび本学は，これら４大学との教

育・研究の交流と協力を推進するための「学術交流に

関する一般的覚書」を各大学毎に交換した。

　香港科技大学は１９９１年に創設された，理学部，工学

部，経営学部，人文社会学部の４学部，４研究科を有

する新しい研究拠点型大学である。教員は４１０人。学

生は８,６００人。ホームページはhttp://www.ust.hk/en/

　韓国科学技術院は，１９８１年に設立された，自然科学

部，工学部，人文社会科学部の４学部，１研究科を有

する国立の科学技術系大学である。教員は７００人。学

生は７,０００人。ホームページはhttp://www.kaist.edu/

　国立台湾大学は１９２８年に台北帝国大学として設立

され，その後１９４５年に国立台湾大学に名称を変更し

た。文学部，理学部，社会科学部，医学部，工学部，

法学部等の１１学部，１０研究科を有する総合大学であ

る。教員は１,８００人。学生は３０,６００人。ホームページ

はhttp://www.ntu.edu.tw/

国立大学校など１７の研究型大学で構成される大学連

合であり，教員・学生交流，共同研究プロジェクト

の推進，特定のテーマによる会議の共催等といった，

加盟校の共通の関心に基づく協力を行うことを目的

として１９９６年に創設された。我が国からは，本学の

他に東北大学，筑波大学，東京大学，東京工業大学

および大阪大学が加盟している。本学は平成１６年か

ら２年の任期で理事校となっている。

　理事会当日には，会議に先立ち，尾池和夫総長と，

他の理事校４大学の朱經武香港科技大学長，Robert 

B. Laughlin韓国科学技術院学長，陳維昭国立台湾

大学長，朱清�中国科学技術大学長との間で，大学

間学術交流協定の調印式が行われた。

　理事会では，前年度事業の実施報告並びに今年度

の事業計画が了承され，８月３１日から９月２日まで，

京都大学においてAEARUとAPRU（環太平洋大学

協会）とのジョイント・シンポジウム「環太平洋地

域における地震危険度－その予測と防災―」を開催

することを報告して閉会した。

　出席者はその後，本学の総合博物館，桂キャンパ

ス（工学研究科）を見学した後，嵐山を訪れ，深緑

の京都を満喫した。

AEARU理事会の様子 協定締結後，握手する５学長

AEARU理事校―香港科技大学，韓国科学技術院（KAIST），国立台湾大学，
中国科学技術大学―との学術交流　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　教育のグローバル化が進展する中で，２１世紀にお

ける大学の役割が知の創造と社会への還元にあると

いう認識のもと，ＭＩＴ（マサチューセッツ工科大

学，米国）が提唱するOpen Course Ware（講義情報

のネット公開による知の創造と共有の思想，具体的

には科目の概要，シラバス（講義概要），予定表，

講義ノートなどの講義情報をネットで公開し無料で

提供する）に共鳴し，ＭＩＴと協力関係を結び，国

際的なレベルでの知の発信に取り組むテストプロ

ジェクト「OCW@KU」を立ち上げた。

　５月１３日（金），京都大学／大阪大学／慶応義塾

大学／東京工業大学／東京大学／早稲田大学の６大

学が，講義内容や教材などをインターネットで無償

公開する日本版ＯＣＷをスタートさせ，東京都内で

報道発表を行った。ＭＩＴのＯＣＷは国際的に注目さ

れ，世界から５０万人の利用者を獲得している。ＭＩ

Ｔと連携することで，日本を代表する知の世界発信

を加速することを目指している。

　OCW＠KUは，ＭＩＴＯＣＷへのアクセスの６割が

アジア圏からであるという事実を考慮し，アジア各

国からの優秀な留学生をリクルートするとともに，

世界に向けて，京都の文化・伝統を持つ京都大学の

教育をアピールするために，英語だけでなく積極的

に日本語も使っていくことにしている。さらに，ＯＣ

Ｗを新しい教育メディアとして利用しアジア各国と

のコミュニケーションを深め国際交流を推進する。

　OCW@KＵプロジェクトは本学の教員が何をどのよ

うに教えているのかを世界に伝えることが目的であり，

できるだけ多くの講義情報を掲載していきたいと考えて

いる。教員の皆様方の積極的なご支援，ご協力をお願

いしたい。なお，これまでにご協力いただいた成果は，

京都大学ＯＣＷとしてhttp://ocw.kyoto-u.ac.jpに掲載

しているので参照していただきたい。

問い合わせ先：ＯＣＷプロジェクト　

　TEL／FAX：０７５－７５３－９０８１（担当：土佐）

　E-mail：staff-ocw@media.kyoto-u.ac.jp

OCW@KU:京都大学の教育を世界へ発信

　中国科学技術大学は１９５８年に設立された，理学部，

生命科学部，工学部，情報学部，経営学部等の８学

部，９研究科を有する中国科学院の元で作られてい

る唯一の大学である。教員は１,１００人。学生は１６,０００人。

ホームページはhttp://www.ustc.edu.cn/en/

博士学位授与式

　５月２３日（月）午前１０時３０分から，時計台記念館

国際交流ホールにおいて，尾池和夫総長，東山紘久

教学担当理事をはじめ，各研究科長・学舎長出席の

もと，博士学位授与式が挙行された。

　尾池総長から，各授与者に対し学位記（５月２３日

付）が手渡された後，総長の式辞があり，午前１１時

２０分に終了した。

　各分野別内訳は次のとおりである。
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部局の動き

原子炉実験所イノベーションリサーチラボ披露行事を挙行

　原子炉実験所では，このほど将来の研究の新たな

展開の足がかりとなる総合実験研究棟「イノベー

ションリサーチラボ棟」が完成し，その中に新しい

研究設備としてＦＦＡＧ（固定磁場強集束型）加速

器の設置が進みつつあるなか，５月６日（金）にそ

の披露行事を挙行した。

　披露行事は，学内外の関係者約１７０名の参加を得

て，原子炉実験所および熊取ふれあいセンターにお

いて，記念講演会，開棟式・施設見学，披露式およ

び祝賀会の次第により行われた。

　記念講演会では，原子炉実験所の三島嘉一郎教授

が「ＫＡＲＴ＆ＬＡＢ計画と施設の整備状況」，森

義治教授が「ＦＦＡＧ加速器の現状と将来」，小野

公二教授が「がんの硼素中性子捕捉療法　―現状と

展望―　」，また，井上　信京都大学名誉教授（前

所長）が「イノベーションリサーチラボへの期待」

の演題で講演を行った。

　その後，イノベーションリサーチラボ棟の開棟式

に移り，参加者が見守る中，笠原　隆文部科学省大

臣官房文教施設企画部計画課課長補佐，入倉孝次郎

本学副学長，矢吹萬壽大阪府原子炉問題審議会会長，

上垣正純熊取町長および代谷誠治原子炉実験所長に

よるテープカットが行われた。

　引き続き施設見学が実施され，参加者は，同棟の

施設および加速器についての実験所員の説明に熱心

に聞き入っていた。

　会場を熊取ふれあいセンターに移した披露式では，

代谷所長の挨拶の中で新研究棟の完成と新型加速器

の導入を機に，原子力・放射線に関する学術および

研究教育の新たな展開を図り，それを通じて社会に

貢献することを目指す抱負が述べられた。次いで，

入倉副学長，清水　潔文部科学省研究振興局長，矢

吹会長，上垣町長から祝辞が述べられた。

　式典終了後祝賀会が開催され，参加者の和やかな

歓談のなか，披露行事は盛況のうちに幕を閉じた。

（原子炉実験所）

計論文博士課程博士学　　　位

 ２－ ２）文 学（博士

 ３－ ３）教 育 学（博士

 ２１ １）法 学（博士

 ２－ ２）経 済 学（博士

 ７２ ５）理 学（博士

１２２１０）医 学（博士

 ２－ ２）社会健康医学（博士

 －－ －）薬 学（博士

計論文博士課程博士学　　　位

１５ ９ ６）工 学（博士

１２ ５ ７）農 学（博士

 ３ － ３）人間・環境学（博士

 － － －）エネルギー科学（博士

 ２ － ２）地 域 研 究（博士

 ５ １ ４）情 報 学（博士

 １ － １）生 命 科 学（博士

 １ － １）地球環境学（博士

６９２０４９計

イノベーションリサーチラボ棟でのテープカットの様子 披露式で挨拶する代谷所長
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寸言

「幸せになる条件」　－３Ｋの克服－
 　安達　篤夫

　去る４月２日，時計台記念

館国際交流ホールに２５０名強

の老若男女が集まった。皆，

元気で明るい顔をし，各々懐

かしい顔を見つけ楽しい会話

を交わしていた。「京大庭球

部百周年記念祝賀会」である。

尾池現総長，九大庭球部ＯＢの前京都府知事，デビ

ス杯選手であった有名私立大学の選手をはじめ，多

数の名士，並びに国立七大学の歴代の選手，勿論，

９０歳に近い大先輩のＯＢから現役庭球部員まで，一

同に会したのである。

　この集団は一体何なのだろうか。学生時代に庭球

部に所属し，ある者は選手として活躍し，ある者は

選手にはなれず，ただ球拾いと審判とコート整備の

みに終始した部員も多数いるのである。しかし，こ

の集団の結束は堅い。先輩から後輩への縦の繋がり。

これらは単に，テニスだけに止まらず，社会に出て

から公私にわたり繋がりが続くのである。

　このことは，人生を楽しく，かつ有意義に生きて

行くのに不可欠な要素なのである。

　人間誰しも幸せな人生を過ごしたいと念願してい

る。しかし，人生を不幸にする三つの要素がある。

これを３Ｋで表すこととする。この３Ｋを努力して

克服できれば，誰しも幸せな人生が過ごせるのであ

る。ではこの３Ｋとは何か。

　まず第一のＫは「健康」である。病気になれば，

いくら経済的にゆとりがあっても不幸である。もち

ろん，肉体的健康ばかりでなく精神的にも健康であ

らねばならない。私は精神病院の仕事にも関係して

いるが，２１世紀は「心の時代」とも言われ，社会の

高度化，複雑化に影響を受け，ストレス性の精神病

患者が多発化の傾向にある。とにかく健康か否かの

判断基準は，端的に言えば「快食」「快眠」「快便」

である。この三つを欠かさぬよう努力することが重

要である。

　第二のＫは「お金」「経済面」である。

　いかに健康で元気であっても，経済的に余裕があ

る程度なければ，豊かな人生を味わえない。もちろ

ん，巨万の冨を蓄積する必要はさらさらないが，時

には，旅行もし，おいしい食事もし，趣味も適度に

楽しむくらいの余裕は欲しいものである。このため

には，今後あまり期待の持てない社会保障給付は，

弱者のためのもの，あるいはあくまでも補完的なも

のと考え，自ら自助努力をし，若い頃から計画性を

持って財産形成を行うことが肝要である。この時，

忘れがちなのは，人生のリスク（病気や怪我，火災

等災害）に対する備えである。このことを欠くと第

二のＫは克服できない。

　最後に第三のＫは「心」あるいは「孤独」である。

あの阪神淡路大震災の後，「孤独」のために自殺やア

ル中になった老人が多数おられたことは記憶に新し

い事柄である。

　「人生何のために生きるのか」「生きがい」とは何

ぞや等については，今まで，たくさんの学者や識者

が論じてきた。「自己実現」で有名なマズローの「欲

求の五段階説」等多数の学説，論文が存在している。

今一番ポピュラーなのは，厚生労働省の外郭団体，

「健康・生きがい開発財団」が普及活動を展開させ

ている「生きがいの三段階説」であろう。

　即ち，達成感や成就感中心の「第一人称の生きが

い」であり，家族や友人と喜ぶ「第二人称の生きが

い」にすすみ，究極的には，自分とは全く利害関係

のない第三者のためになることを行い，その第三者

が喜ぶことをもって自分が生きがいを感じるという，

いわばボランティア的なもので，これを「第三人称

の生きがい」と定義付けている。

　趣味は，そのものにあるのではなく，友人を作る

ためにあると言われている。どの時代でも，友人や

家族を持ち，３Ｋの一つである「孤独」の克服に努

めるよう心掛けることが，大変重要なことと考える。

（あだち　とくお　（財）医学研究所北野病院特別顧

問　大阪家裁調停委員　昭和３５年法学部卒業）
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「製造期間80万年」の新製品
 名誉教授　瀬地山　敏

　縁あって鹿児島国際大学

（津曲学園）に赴任し，この

秋で２年になります。経済学

部，福祉社会学部，国際文化

学部，短期大学部それに三つ

の大学院。学生数は４,５００名，

大学は桜島と錦江湾を眺望す

る森の中にあります。京大経

済学部の先生・先輩である平田清明名誉教授，菱山

泉名誉教授が引き続き，この大学をひきいてこられ

ました。菱山先生（現津曲学園理事長）の後任とし

て，仕事をしています。わたくしは高校まで鹿児島

で育ったので，つよい縁はあるのですが，「ふるさ

とは遠きにありておもうもの」という気持ちがつよ

く，おすすめを辞退していました。決心したのは，

「菱山先生ががんばっておられるのだから，君が行

かない法はないだろう」という伊東光晴名誉教授の

ことばです。それまでお世話になっていた関西大学

を辞して，こちらにきています。

　こちらにきて大学における教育・研究のあたらし

い試みに追われています。ふたつ紹介させていただ

きます。ひとつは授業の全学公開（非常勤講師を含

む）です。去年はその実験として，ボランティアの

先生（２２名の参加）を募って，授業公開とピア・レ

ビューの「意見交換会」をしました。このパイロッ

ト授業は，学生も加わった２度の全学シンポジウム

で積極的な評価をえましたので，ことしは全学にひ

ろげることになりました。年間にして１万回をこえ

る授業を，どのようにピア・レビューし，また学生

の評価を受けるか。教務部長を中心とするＦＤ委員

会がすばらしいシステムを考えました。このチーム

の先生と職員は，昨年京都大学にでかけ，田中毎実

教授（高等教育研究開発推進センター）と八木紀一

郎教授（経済学研究科）の授業公開を参観していま

す。日本ではじめて高等教授法開発の研究に組織的

に取り組んだのは，京都大学です。旧高等教育教授

システム開発センターの創立に努力され，初代セン

ター長をつとめられた岡田渥美名誉教授（教育学部），

田中毎実教授のご意見に，啓発を受けています。

　鹿児島国際大学は，私学では九州最初の高等商業

学校として設立されました。一昨年７０周年を迎えま

した。鹿児島を中心に広くまた多くの社会人を輩出

してきました。数年来こちらの経済界から，地域の

活性化を担う人材を育てるべきだという強い要望が

ありました。菱山先生の跡を継ぎ，その具体的な構

想の実現に努力しています。小さく生んで大きく育

てるという考えで，定員６０名，その名は「地域創生

学科」です。来年度から開設します。そのコンセプ

ト，研究・教育組織のありかたなど工夫をしました

が，「企業秘密」にしておきます。

　その新学科の構想をつくるのに，とりわけ鹿児島

における，明治以来のモノ・サービス・知のネット

ワークに関心を持ってきました。この点について本

格的な研究が，研究の領域でも民間・行政の領域で

も行われていないことを知りました。新学科の重要

な課題のひとつになります。調べているうちに，数

年前「きんごきんご」という洗顔料を考案し，地元

より全国的に評価を得ている企業にいきあたりまし

た。錦江湾は姶良カルデラの海です。その深層に累

積している火山灰（シラス）が原料です。はじめの

うちはみがき粉でしたが，使用後手がツルツルする

という評判が出て，研究を重ね化粧品として完成さ

れました。シラスは天然の物質の中でいちばん遠赤

外線が多く，それがおこす電磁効果がこの化粧品の

秘密とききました。全国大手百貨店の特産品販売で，

記録的な売上だったといいます。それにつれ企業も

確実な成長を続けています。「鹿児島生まれ全国育

ち」というコピーはうそではないようです。またコ

ピーには「製造期間８０万年」というのもあり，ふし

ぎな感銘をおぼえました。「きんごきんご」は方言

で，「はだがつるつるしている」という意味です。

これだけの全国的な評判だから，この商品名でいい

のか，と思いますが，社長は現役を退いたあとに創

業した８０代の男性。この起業者精神にも感銘を受け

ました。

（せちやま　さとし　元大学院経済学研究科教授　

平成１２年退官，専門は経済理論）

随想



京大広報 2005. 6　No. 602

1948

土　耳　古
 　松本　　紘

　先日，トルコのイスタン

ブールで宇宙技術学会が開か

れた。セッションの責任者と

して出席してきた。訪問前に

もトルコという国について漠

然とした知識はあったが，百

聞一見の表現通り新鮮な経験

をさせてもらった。

　トルコは「土耳古」と書くらしいことは年老いた

母から聞いており，明治，大正時代生まれの人々に

は明治２３年（１８９０年）のトルコ軍艦エルトゥールル

の遭難事件の事でよく知られている。オスマントル

コ帝国が明治天皇にトルコ最高栄誉勲章を奉呈する

ために，日本を儀礼訪問に派遣した軍艦がその帰路，

紀州沖合で嵐のため座礁し６５０名が遭難した。地元

串本の人々の懸命の働きで６９名を救助し，暖かい手

をさしのべトルコの人々にずいぶんと感謝されたら

しい。トルコの人々はその事もあって大変親日的で，

その返礼としてイラン・イラク戦争の折，イラン在

留邦人の救出に尽力したことは記憶に新しい。

　なぜ，トルコで宇宙技術関連の学会がトルコのミ

リタリースクール関係者主催で定期的に開催される

のか疑問であったが，セッションの共同コンビー

ナーであるトルコ出身の米国スタンフォード大学　

Umran Inan 教授の話で理解ができた。普通，多く

の国では軍部は保守的で改革には抵抗勢力となるこ

とが多い。しかし，トルコはその国民の９９％がイス

ラム教徒で，国家としては政教分離（世俗主義）が

標榜されてはいるが，実体的には政府関係者や一般

市民は保守的あるいは守旧的傾向が強い。従って科

学技術を支えるトルコの優秀な学生の多くはミリタ

リースクールに進

み，先進諸国とく

に欧州連合（EU）

との連携や革新改

革に大変意欲的で

ある。事実，セッ

ションでは宇宙太

陽発電関係の講演

に対して，多くの

活発な質問がこれ

らの人々から出さ

れ，強い関心を示したことは驚きであった。この様

子は我が国の明治維新初期の状況に近いのかもしれ

ない。当時の軍人を含め，明治維新推進派の若人が

新しい科学技術に強い関心を示していたのと似てい

ると感じた。

　トルコが親日的な理由はほかにもあるのかもしれ

ない。政治外交的に日本とは大きな懸案事項がない

ことが文化交流や東洋の勤勉な日本国民に対して親

近感，敬愛心を持っている理由の一つであろう。さ

らに，トルコ語そのものが中央アジアに起源を持つ

「ウラル・アルタイ語系」の「アルタイ語」に属し，

蒙古語，朝鮮語，日本語と近く，同郷的心情も働い

ているのかもしれない。Inan教授に質問してみて

確認したことであるが，語順が日本語と酷似してい

る。例えば「私は学校へ行きます」という表現は，

英語で表すと「I school-to go.」となっている。しか

も「学校へ」という風に助詞が目的名詞の後ろにつ

いているのも同じである。サンスクリット語やタ

ミール語が日本語と同じ類似基本語を多く持つと聞

いたことがあるが，トルコ語にも「野蛮」に相当す

る「ヤバン」や「いい」に対応して「イーイ」，「宇

宙」を「ウーザイ」，水を「スー」と言うなどいく

つかの類似点があった。もともと私は言語が好きで

あるが，言語比較も改めておもしろいと再認識でき

た。トルコの人々も文法構造が似ている言語を話す

日本人には格別に親近感を感じているのではとも

思った。

　イスタンブールはちょうど東ヨーロッパと西アジ

アの接点に立地し，黒海とマルマラ海をつなぐ有名

なボスフォラス海峡が市内を横切っている。マルマ

ラ海はダーダネルス海峡を通してエーゲ海に繋がっ

ている。ちょうど筆者が訪れた６月中旬はイスタン

ブールの気候はさわやかで大変気持ちが良かった。

特にボスフォラス海峡は海でありながら，対岸の優

雅な景色が見え，すんだ青空と碧い海面，白壁・赤

煉瓦作り高級住宅地が緩やかな丘陵に張り付く風景

はイスタンブール市民の自慢であろう。イスラム教

とキリスト教の文化遺産が混在し，バザールには

５０００以上の店が密集し，その豊富な物量にも圧倒さ

れた。Inan教授の強いすすめでおいしいトルコ

コーヒーも堪能できた。もし，時間がゆったりと流

れる人生が取り戻せたら，ぜひ再訪問してイスタン

ブール以外のトルコ全土を訪れたいと感じている。

（まつもと　ひろし　生存圏研究所教授，専門は宇

宙電波工学）

洛書

デノミ前後の１５００円相当の
20,000,000リラ札と20新リラ札
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話題

京都大学未来フォーラム（第１２回）を開催

　京都大学では，恒例となった様々な分野で活躍す

る本学卒業生「ＯＢ・ＯＧ」を迎えて，講演と意見

交換を行う京都大学未来フォーラムの第１２回目を，

３月２３日（水）の夕刻に時計台記念館百周年記念ホー

ルにおいて開催した。

　今回は，理学部を卒業され，現在は滋賀県立琵琶

湖博物館館長兼滋賀県顧問として活躍されている京

都大学名誉教授の川那部浩哉氏を講師に招き，理学

研究科の瀬戸口烈司教授の司会で，「生態学研究か

ら見た地球環境の未来」と題して講演が行われた。

　講演では，野外調査の中で得られた川や湖に棲む

さまざまな生きものたちの相互関係（摂食・競争・

協同関係など）について具体例をあげて説明された。

そして，過去のことが今のものを決めているからこ

そ未来のものは現在が決めるはずであり，基本的に

生きものは，生活してきたところで自らが変容し，

自らがお互いを選択・淘汰し，新しいものを作って

いくので，そういうところまで考えなければいけな

い。現在の地球上では，人口はアジアを中心として

急速に増加してきている。その人達が，例えば現在

のアメリカ並みにエネルギー消費を行うとすれば，

完全に地球は壊れていくことが明白であり，その対

応について真剣に取り組んでいかなければならない

ことが強調された。

　参加した約１４０名はメモをとりながら真剣に聞き

入り，講演終了後，参加者からは２１世紀における地

球上の適正な人口数に関する具体的な質問等があり，

有意義なフォーラムとなった。

シンポジウム「２１世紀に森・川・海が再生するために」を開催

　５月１２日（木）に高知県須崎市立市民文化会館に

おいて，京都大学・高知大学・高知県の共催でシン

ポジウム「２１世紀に森・川・海が再生するために」

が行われた。このシンポジウムは，取り壊しが決

まっていた高知県こどもの森施設を本学フィールド

科学教育研究センター（フィールド研）と高知大学

大学院黒潮圏海洋科学研究科（黒潮研）が高知県か

ら無償で借り，両大学共同利用の臨海施設として教

育・研究・社会連携に有効利用し，高知から森・

川・海再生への新たな流れを生み出すに至ったこと

ジャポン，ジャポンと好意を示すトルコの子たち
トルココーヒーを飲むInanスタンフォード大学教授
（イスタンブールにて）
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　本学宇治事業場は，５月１２日（木）宇治事業場衛

生委員会主催，各部局安全委員会等共催による安全

衛生教育を新入院生，４回生，新教職員及び安全衛

生担当者を対象に午後２時から実施した。

　最初に，宇治地区所長会議世話所長である吉川　潔

エネルギー理工学研究所長の挨拶のあと，宇治事業

場総括安全衛生管理者の堀井文敬化学研究所教授ほ

か衛生委員会委員等の講師による，教育課題「安全

衛生管理体制」，「化学薬品および薬品管理」，「生物

実験および放射線取扱」，「物理実験および計算機関

係」および「一般廃棄物および排水」に関する安全

衛生教育を実施した。

　新入院生を主に約２６０名が参加し，熱心に聞き

入っていた。今回の受講者には，安全衛生教育修了

証が交付された。引き続き，奈良女子大学大学院教

授・同大学保健管理センター所長　高橋　裕子氏に

よる禁煙講演会「わかる，出来る，楽しい禁煙」を

実施し，活発な質疑応答等がなされ，午後５時３０分

に終了した。　

（宇治地区事務部）

宇治事業場安全衛生教育を実施

を記念して開催された。主催者を代表して本学辻 

文三副学長と橋本大二郎高知県知事の挨拶が行われ，

引き続き本学からは２題の基調講演，「森里海連環学

のすすめ」（田中 克フィールド研センター長）と

「サーモンは，森に何を教えたか」（作家Ｃ.Ｗ.ニコ

ル：フィールド研社会連携教授）が行われた。また，

「“黒潮圏”研究がめざすもの」と題した基調講演が深

見公雄高知大学黒潮研研究科長より行われた。パネ

ルディスカッションでは，このシンポジウムの企画

に尽力されたアウトドアライター天野礼子氏の司会

のもとに，梅本信也フィールド研助教授，山岡耕作

高知大学黒潮研教授，上林 匡高知県産業技術委員会

理事の間で自然再生への思いと取り組みについての

意見交換が行われた。４００人を越えた参加者からは

多くの共感と「自分も何かをしなければと思った」

などの積極的な意見が寄せられた。

（フィールド科学教育研究センター）

医学部附属病院が「メンタルヘルスに関する講習会」を実施

　医学部附属病院では，５月２７日（金）に「メンタ

ルヘルスに関する講習会」を実施した。

　この講習会は，職員が職務を遂行していく上で必

要な職場のメンタルヘルスについて，より一層理解

を深めるため実施したものである。

　当日は，メンタルヘルス専門家の慶応義塾大学の

禁煙について講演する高橋氏開催の挨拶を述べる吉川所長
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日誌 2005.4.1～4.30
４月４日　役員会
　　５日　名誉教授称号授与式
　　〃　　退職教授懇談会
　　〃　　学生部委員会
　　７日　入学式
　　〃　　大学院入学式
　　８日　教育制度委員会
   　〃　　職員組合との団体交渉
　　１１日　役員会
　　１２日　情報環境機構運営委員会
　　〃　　部局長会議
　　１５日　入学者選抜方法研究委員会
　　１８日　役員会

　　１９日　企画委員会
　　２０日　情報公開・個人情報保護委員会
　　〃　　国際交流委員会
　　２１日　職員組合との団体交渉
　　２２日　環境安全保健機構運営委員会
　　２５日　役員会
　　２６日　財務委員会
　　〃　　教育研究評議会
　　〃　　中国，楊　振寧　清華大学物理学部教授

他１名，総長他と懇談
　　２７日　人権委員会
　　２８日　ブルガリア，Blagovest Sendov　駐日ブル

ガリア大使　他１名，総長他と懇談

医学部附属病院が「キャリア・プランニング・シリーズ　内科系」カンファレンスを実施
～総合臨床教育・研修センター・医学教育推進センター共催～

精神看護学　末安民生助教授を講師に招き，医師，

事務職員，メディカルスタッフ等，約１５０人が参加

して行われた。

　講演では，「ヒューマンビンゴ」と題したゲームを

行うことにより，「お互いをどう理解しあい，支え

あうのか」ということを改めて考える糸口にするこ

とができた。「相互理解」という人との基本的な接し

方，また同僚，組織のシステムによって「いつもと

違う自分，いつもと違う同僚」，その状態に早く気づ

くことが大切であることを話された。

（医学部附属病院）

　医学部附属病院では，５月２７日（金）に「キャリ

ア・プランニング・シリーズ　内科系」のカンファ

レンスを実施した。

　このキャリア・プランニング・シリーズは，研修医

をはじめ他の病院の医師等を対象としたもので，約

１３０人が参加して行われた。

　内容は，内科系の医師であれば，専門医取得の経

過も含めて今後どのようなキャリアが描けるのかを

循環器内科等の医師より，自分の経験を交えて講義

が行われた。参加した研修医たちはメモを取る者も

多く，熱心に耳を傾けていた。

　（医学部附属病院）
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山田　知宏　医学部附属病院医務課入院掛事務職員
　山田知宏氏は，４月７日に

逝去された。享年３０。

　同氏は，平成１４年４月医学

部附属病院医事課外来掛に採

用され，以後，入院掛で勤務

された。この間３年にわたり，

医事課職員として病院事務に貢献された。

　（医学部附属病院）

宮本　盛太郎　名誉教授
　宮本盛太郎先生は，４月１８

日逝去された。享年６２。

　先生は，昭和４０年中央大学

法学部政治学科を卒業，同４３

年早稲田大学大学院政治学研

究科修士課程修了，同４７年ま

で京都大学大学院法学研究科

博士課程政治学専攻に在籍され，同５１年京都大学法

学博士の学位を取得された。愛知教育大学教育学部

講師，助教授，同５１年京都大学教養部助教授を経て，

平成４年同教授に就任され，同年１０月総合人間学部

教授に配置換となった。以後，平成１２年から評議員，

平成１３年から１５年まで総合人間学部長を務められ，

大学院人間・環境学研究科と総合人間学部の統合に

尽力された。平成１５年に退官され，京都大学名誉教

授の称号を受けられた。本学退官後は，平成１５年４

月から名城大学人間学部長・教授を務められた。

　先生は，比較政治思想史的方法による近代日本の

政治思想を研究し，多くの優れた研究業績を残され

た。特に，日本の国家主義者とドイツの国家主義者

との比較，日本の自由主義者・政治家のイギリス観の

研究など，綿密な考証と独創的な分析によって画期

的な成果を挙げられた。また，法学研究科における

日本政治思想史の講義や人間・環境学研究科におけ

る近代化論の研究指導によって，多くの若手研究者

の育成に尽力された。誠実でユーモアを絶やさぬ人

柄であり，人々に親しまれ尊敬される存在であった。

（大学院人間・環境学研究科）

栄誉

　このたび， 長  尾  雅  人 名誉教授，　
なが お まさ と

 山  田  知  宏 医学部附属病院医務課入院掛事務職員，　
やま だ とも ひろ

 宮  本  盛  太  郎 名誉教授が逝
みや もと もり た ろう

去されました。

　ここに謹んで哀悼の意を表します。

　以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。

訃報

長尾　雅人　名誉教授
　長尾雅人先生は，３月１３日

逝去された。享年９７。

　先生は，昭和６年３月京都

帝国大学文学部哲学科を卒業，

同大学大学院において仏教学

を専攻の後，東方文化研究所所

員，京都大学人文科学研究所

助教授を経て，同２５年２月文学部に移られ，同２６年３月

教授に昇任，以後２０年にわたり仏教学講座を担当された。

昭和４６年３月停年により退官され，京都大学名誉教授

の称号を受けられた。この間，昭和４２年３月から同４４年

３月まで評議員，大学院審議会審議員を務められ，同４４

年３月から同４５年３月の１年間は文学部長を務められ

大学の管理運営に貢献された。また，日本チベット学会

会長，国際仏教学会（IABS）理事長を務められるなど，

わが国はもとより世界の仏教学の発展に尽力された。

　先生のご専門はインド大乗仏教思想史並びにチ

ベット仏教哲学史であり，中でも維摩経をはじめと

する大乗経典の翻訳，瑜伽唯識思想研究，チベット仏

教中観思想研究などにおいて優れた研究業績を残さ

れた。先生のご研究は国内ばかりでなく，諸外国の大

学からも高い評価を受け，米国ウィスコンシン大学

やカナダのブリティッシュ・コロンビア大学などか

ら客員教授として招かれて講義された。著書に，『西

蔵仏教研究』，『中観と唯識』，『攝大乗論』などがある。

　以上の業績に対して，昭和５３年に勲二等瑞宝章を

受けられ，同５５年には学士院会員に選任された。

（大学院文学研究科）
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平成１7年度入学試験諸統計

１.募集人数・志願者数・合格者数・入学者数等調

〔外国学校出身者のための選考の実施結果（外数）〕

入学者数
追　　加
合格者数

入　　学
辞退者数

合格者数受験者数
第１段階選抜
合 格 者 数

志願者数募集人員学部・日程

１２２

５５２０３２０３２０９５５前期（文系）
総合人間
学　　部

５０１４８１５１１５３５０前期（理系）

１７１５４２４０２４８１５後　　期

２２４１
１９３５５５５６２５６２１９０前　　期

文 学 部
３２１４５３０３４４９３０後　　期

６４
４３１４４１５０１５０４０前　　期

教育学部
２１８２１５０２１１２０後　　期

３２８１
３０４９０９９２２９２２３００前　　期

法 学 部
２５１０２２８７３６３１０後　　期

２３８３

１６１５１５５２４５２５１６０前期（一般）

経済学部 ５０２４３２５０２５１５０前期（論文）

３０３４４５８７７９２２０後　　期

３１１１１
２８０７９２８１１８３３２８０前　　期

理 学 部
３１５４８８７５８８９３１後　　期

２４７１１２
２１９５４９５５９６０５２１３前　　期

医 学 部
３９１７１３０７３６５３０後　　期

８５
７４２１０２２２２２２７０前　　期

薬 学 部
１１９８１５１１５１１０後　　期

９５８２
８６１２,１３３２,１６６２,１６６８５７前　　期

工 学 部
９９３７７８２８９２３９８後　　期

３１５４
２４４５７９５９０５９０２３３前　　期

農 学 部
７５４５２７０３７０３６７後　　期

２,５３４６,９８０７,１１０７,１８８２,４９８前　　期
小　　計

３８０２,４７３４,４３１５,０９４３３１後　　期

２,８９２２２４２,９１４９,４５３１１,５４１１２,２８２２,８２９合　　計

人 人 人 人 人 人 人 人

入学者数合格者数受験者数
第１次選考
合 格 者 数

志願者数募集人員学　　部

 ５ ５１６２０３２２０名以内法 学 部

 ９ ９１７２１３３１０名以内経済学部

人人人人人

資料
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入学者数追　　加
合格者数

入　　学
辞退者数合格者数受験者数第１段階選抜

合 格 者 数志願者数募集人員学部・日程

２４７１１２
２１９５４９５５９６０５２１３前期

医学部
３９１７１３０７３６５３０後期

１０２
９１２７４２７９３２４９０前期

医 学 科
１１６４１０４１６２１０後期

１４５１１２
１２８２７５２８０２８１１２３前期

保 健 学 科
２８１０７２０３２０３２０後期

７０１１
６７１０８１１０１１０６３前期

看 護 学 専 攻
１４３５７３７３７後期

３９
３１７０７３７４３０前期

検査技術科学専攻
８３７７２７２７後期

１８
１５５６５６５６１５前期

理学療法学専攻
３２０３１３１３後期

１８１１
１５４１４１４１１５前期

作業療法学専攻
３１５２７２７３後期

〈医学部学科・専攻別内訳〉

人 人 人 人 人 人 人 人

入学者数追　　加
合格者数

入　　学
辞退者数合格者数受験者数第１段階選抜

合 格 者 数志願者数募集人員学部・日程

９５８２
８６１２,１３３２,１６６２,１６６８５７前期

工学部
９９３７７８２８９２３９８後期

１８５
１６６３５０３５３３５３１６６前期

地 球 工 学 科
１９９７２２５２２５１９後期

８１
７３２４０２４３２４３７２前期

建 築 学 科
８３６８０１２０８後期

２３４１
２１１５２６５３９５３９２１１前期

物 理 工 学 科
２４８１１９２１９５２４後期

１３２
１１９３３１３３８３３８１１７前期

電気電子工学科
１３５３９１９８１３後期

９０
８１１５３１５５１５５８１前期

情 報 学 科
９５１９０１０２９後期

２３６１
２１１５３３５３８５３８２１０前期

工 業 化 学 科
２６５９１５０１８３２５後期

３１５４
２４４５７９５９０５９０２３３前期

農学部
７５４５２７０３７０３６７後期

９６
７６― ― ― ７５前期

資源生物科学科
２０１０３１６８１６８１９後期

５１
４１― ― ― ３８前期

応用生命科学科
１０６９１１４１１４９後期

４０２
２８― ― ― ２６前期

地域環境工学科
１４６６１０８１０８１１後期

３４１
２５― ― ― ２３前期

食料・環境経済学科
１０８３１１０１１０９後期

６０
４７― ― ― ４５前期

森 林 科 学 科
１３１０８１５９１５９１２後期

３４１
２７― ― ― ２６前期

食品生物科学科
８２３４４４４７後期

〈工学部・農学部学科別内訳〉

人 人 人 人 人 人 人 人
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総　　　　点
満　　　点日　　　程学　　　　　　部

平　均　点最　低　点最　高　点
５４５.１１５０５.１６６４１.４１８００（文　　系）

前　期
総 合 人 間 学 部 ４９６.３０４４６.００５９２.５０８００（理　　系）

５８６.８２５５２.３３６５２.６６８００後　　　　期
４７２.７９４４７.０８５５９.５８７００前　　　　期

文 学 部
５０２.５０４８７.００５２５.００７００後　　　　期
５８１.１７５３０.９１６８９.３３９００前　　　　期

教 育 学 部
５９９.９７５７１.３２６９８.７４９００後　　　　期
５１４.０８４７５.００６３５.２５７５０前　　　　期

法 学 部
３７０.１０３６０.２５３９０.５０５００後　　　　期
５２７.９１４９４.００５９７.５０８００（一　　般）

前　期
経 済 学 部 ４９２.９３４４４.７５６１６.２５１,０００（論　　文）

６６４.４７６４０.５０７０９.６５９５０後　　　　期
４０２.３３３４６.００５５２.００６５０前　　　　期

理 学 部
３１０.５５２８７.00３４８.００４００後　　　　期
――――――――前　　　　期

医 学 部
――――――――後　　　　期

６４４.２１５９６.０８７５０.３３９５０前　　　　期
薬 学 部

６９６.７０６６１.２５７４０.５０９５０後　　　　期
６４８.０６５４６.４１８３５.９１１,０００前　　　　期

工 学 部
　　　　　　　　　　　後　　　　期

６８８.４０６３１.６６８１７.５０１,０５０前　　　　期
農 学 部

　　　　　　　　　　　後　　　　期

２．合格者　最高点・最低点（総点）調
（備考）　１）法学部・経済学部の外国学校出身者のための選考を除く。
　　　　 ２）総点については，前期・後期共合格発表時のものである。

総　　　点
満　　　点日　　　程医学部学科別

平　均　点最　低　点最　高　点
９９２.５４９３４.００１,１２６.００１,３００

前　　　　期

医 学 科
６５０.６３５６１.３３８３５.８３１,２００保健学科看護学専攻
７６３.６１７０８.００８５７.６６１,２００保健学科検査技術科学専攻
７７６.８２７４９.００８２２.５０１,２００保健学科理学療法学専攻
８１９.３１７７３.８３８９８.１６１,４００保健学科作業療法学専攻
９３４.２９９０８.３０９８８.００１,２５０

後　　　　期

医 学 科
７４４.４３６７５.１６８３１.１６１,２００保健学科看護学専攻
８４７.４３８１０.１６９０３.１６１,２００保健学科検査技術科学専攻
８２１.４４８０２.１６８３６.８３１,２００保健学科理学療法学専攻
８６４.５５８５２.５０８７６.３３１,４００保健学科作業療法学専攻

総　　　点
満　　　点日　　　程工学部学科別

平　均　点最　低　点最　高　点
６３１.５６５７２.１６７９３.５８１,０００

前　　　　期

地 球 工 学 科
６５３.９４６１０.７５７５６.５８１,０００建 築 学 科
６７７.２１６１７.５８８３５.９１１,０００物 理 工 学 科
６３９.９９５８９.６６８２４.１６１,０００電気電子工学科
６４４.４６５４６.４１８３１.００１,０００情 報 学 科
６３５.８０５８０.５８８３５.４１１,０００工 業 化 学 科
８２２.８０７８６.００８７０.５０１,１００

後　　　　期

地 球 工 学 科
３６８.４４３４６.５０３９７.５０４５０建 築 学 科
７８８.１３７４０.２５８５２.２５１,１００物 理 工 学 科
３８４.０７３４３.４９４２９.０８５００電気電子工学科
１３６.４４１１９.００１７０.００３００情 報 学 科
６３４.５３５９８.５０７１５.８３１,０００工 業 化 学 科

総　　　点
満　　　点日　　　程農学部後期学科別

平　均　点最　低　点最　高　点
５２５.２７４８６.５３５８１.７３８１０

後　　　　期

資源生物科学科
５６０.７６５３５.５６５８０.１０８１０応用生命科学科
６３０.７９６１１.５０６５７.５０９００地域環境工学科
５５３.９３５３１.３３６１４.３３８００食料・環境経済学科
５５２.８４５０２.４０５５４.００８１０森 林 科 学 科
２２９.８６２２３.１０２４４.５５２９０食品生物科学科

点 点 点 点

点 点 点 点

点 点 点 点

点 点 点 点
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３．志願者・入学者　出身高校等所在都道府県別調

計
学　　　　　　　　　　　部

都道府県
農工薬医理経済法教育文総合

人間

１８９１４６３４１３２４１３２０３２２１３
三 重

近　
　
　

畿

５０１１９２６６２１９４
２９７４１９６１７２２３８２５１７１０２７４

滋 賀
８０１０４０３５５３３１０１
１,３１８１４５３６３３３９９１２５２０６１８１３１１００３５

京 都
３１２３２１１３５２４２４３１４４１１２３５
２,００５２３４６１１５８１８４１８２２５９２２１４９１３３７４

大 阪
５０５５５１８３１５４９３８４５６４１０３３１３
１,３７９１３０３８０３８１４９１４３１９１１６９３６８４５９

兵 庫
３８８４４１３２８４９３６４１４７４１３１４
９５６１２７２８０３２１０７５９１３０９９２９６８２５

奈 良
２７０３８８３８３４１４３２３６５１５５
２０７２２６７７２０２５２４１７６１０９

和歌山
５３４１７２４６７５１４３
５４６１１１３１７４４１４３

鳥 取

中　
　
　

国

９４１２１１
４８３１２５４１７７２４３

島 根
１９２５２１２２１３１
２１５２４７１４９２７２５２４６１９６

岡 山
５７６３０１４２８１５
３１１３４６１１９１５５５３５４１４３４１３

広 島
７５９１７５２１４５１２１５５
１０１８２１２８２９９１５２３４

山 口
２６２８１１４１７１１
６５１０１３４２５８１０２９２

徳 島

四　
　
　

国

１９２５１１２１３３１
１８９１７５７９１０２５１１２３８２５４

香 川
３９３１５１１４２６１５１
１２８１２４２２１０１０１７１４７１２２

愛 媛
５１４２３１４３５４３３１
５８５２０６９３６５４

高 知
１３６３３１
３５５３３１１０６２４５６２３３３１３４０１７

福 岡

九　
　
　

州

１０１１１３５３１０１１３９４９６
７０９１４１０５１５６８３

佐 賀
１８３５２１２２３
４８８７２５４７３２５５

長 崎
１３３２１３１２１
９５１５１９６３１５８８１１２８

熊 本
１７２３２１３２２２
２４１５２７２２３２

大 分
９３３１１１
３７４８５８６４２

宮 崎
９２２２２１
１２２１２２７２１１２５１３１０６１１５

鹿児島
２２２６１１５１１１３１
４１２２３６１０６４３５

沖 縄
９２３１２１

１２,１３９１,２７９３,０７３３７１９５３１,６８９１,５６０１,２６０３５４９９９６０１
合 計

２,８８０３１５９５８８５２４５３０８２３８３２３６３２２３１２２

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

計
学　　　　　　　　　　　部

都道府県
農工薬医理経済法教育文総合

人間

１９３２１３０４１２４５１４１２５２８２２
北海道

３９４１０２６１４１７４
３５５５１８１６５４

青 森

東　
　
　

北

６１１１２１
２０１３２６２１2２１

岩 手
２１1
５８１４５１１９４４１６１３

宮 城
１２４１２２１２
３０３５２１３２１１３

秋 田
３３
２２２２４１１８４

山 形
６１３２
６０７１１２７１８４３２５１

福 島
６１１２１１
１２７９２２１７３０２１１１５９１２

茨 城

関　
　
　

東

２４３９６３１１１
４７８９２６８１９４

栃 木
７１３１１１
８３５１３３１１３１５９５１３６

群 馬
１９３７１１１１１３１
１５３１２２１４７４５２１９１２８１４

埼 玉
１６２２３５３１
２５０２１４８１５１２５７４８７５１５２２

千 葉
２７１７２２９３２１
８１１７２９５２４５８１９９１２６５９３７７１７０

東 京
１１８１２２２４７２３１１７７１３１２
２９３２１４５６１６５６５６２３１４２４３２

神奈川
３５３９１３７４２２４
４９６８１３１７５５２２

新 潟

中　
　
　

部

８２３１１１
７５４１５２８９１３６２１３３

富 山
１６１４１２２２２２
９２５１９３９１４１２１５４１１

石 川
２３２６１２２１５１３
１１８９３１２５１０１１２５３１７５

福 井
３３４１０１３３６４２
２７３７１８１１４２

山 梨
６１２２１
１５５１６１６６８２２２６２４６１９１２

長 野
３９２４２４５２９１６４
１９５２０５８３１５３３１７１６２１８１３

岐 阜
４０６１３５５２３３３
２５４２７７１１０１５４０２９１７８１４２３

静 岡
６４６３１２３６５２１４４
６８０７４１７４２７３５１２３７６６６２２５４２９

愛 知
１６７２０５８８９２２８１６４１２１０

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（備考）高等学校・中等教育学校以外の外国学校出身者及び

　　　 大学入学資格検定合格者等の入学資格取得者を除く。

上段…志願者数
下段…入学者数



京大広報 2005. 6　No. 602

1957

４．志願者・入学者　入学資格取得年別調
入　　　　　学　　　　　者志　　　　　願　　　　　者

学　　部 浪　　人現　　役
総数

浪　　人現　　役
総数

１３．３以前卒１４．３卒１５．３卒１６．３卒１７．３卒１3．３以前卒１４．３卒１５．３卒１６．３卒１７．３卒
人人人人人人人人人人人人

総合人間
学　　部

１８４７６６１２２１４７４５１８５３５9６１０
検 ２検 １検 ４検 １検 ８

他 １他 １
４５.９％５４.１％４１.１％５８.９％

１２１１９２１１８２２４２５１４５５３０１６１６１,０１１

文 学 部
検 １検 １検 ２検 １検 ４検 ５検 １２

４７.３％５２.７％３９.１％６０.９％
３１２１９３９６４１７１０１９９５２２０３６１

教育学部 検 １検 １検 ２検 ５検 ７
３９.１％６０.９％３９.１％６０.９％

３１１３１１５１９６３２８４３１３５５３４１８３３１,２８５

法 学 部
検 １検 １検 １検 ３検 ９検 ２検 ６検 ５検 ２２

他 １他 １他 ２他 １他 ２他 ３
４０.２％５９.８％３５.２％６４.８％

６２６９０１３４２３８６３４５９９４７１８９０１,５６８

経済学部
検 １検 １検 １検 ３検 ２検 ８

４３.７％５６.３％４３.２％５６.８％
８２１３１００１８８３１１１５５４５１１５４３８９６９１,７２２

理 学 部
検 １検 １検 １検 ３検 ７検 １検 ７検 ７検 ７検 ２９

他 ３他 １他 ４
３９.５％６０.５％４３.７％５６.３％

６２９２５６０１０２１２３１７３８９０２１８４８６
医 学 部
医 学 科

検 １検 １検 ５検 １検 ９検 １５

４１.２％５８.８％５５.１％４４.９％
８７１１３７８２１４５４５２４３３１０７２７５４８４

医 学 部
保健学科

検 １検 １検 １検 １検 ２

４３.４％５６.６％４３.２％５６.８％
１３２９５２８５４１５２７９０２１０３７３

薬 学 部 検 ２検 ２
３８.８％６１.２％４３.７％５６.３％

５４２０２７８６５１９５８８５４０１１３７６５２,０８６３,０８９

工 学 部
検 ３検 １検 ６検 ４検 １４

他 １他 １他 ２
３２.０％６８.０％３２.５％６７.５％

２２１３１２２１７６３１５６７２４８４３７１７４７１,２９３

農 学 部
検 ５検 ４検 １検 ２検 １２

他 ２他 ２
４４.１％５５.９％４２.２％５７.８％

４３２４１０９９５４１,７６２２,８９２６７８２４４６８３３,２５４７,４２３１２,２８２

合　　計
検 １検 ２検 １検 ３検 ３検 １０検 ３２検 １０検 １６検 ３７検 ３６検 １３１

他 １他 １他 ２他 ３他 ２他 ３他 ４他 １２
３９.１％６０.９％３９.６％６０.４％

〔外国学校出身者のための選考に係る入学資格取得年別調（外数）〕

入　　学　　者志　　願　　者
学　　部 浪　人現　役

総　数
浪　人現　役

総　数
１６．３以前卒１６.４～１７.３卒１６．３以前卒１６.４～１７.３卒

人人人人人人

法 学 部
５５３２３２

他 ５他 ５他 ３２他 ３２
０.０％１００.０％０.０％１００.０％

９９２３１３３
経済学部  他 ９他 ９他 ２他 ３１他 ３３

０.０％１００.０％６.１％９３.９％
検…大学入学資格検定合格者

他…その他の入学資格取得者
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数理解析研究所数学入門公開講座

１．期　　　　間：８月１日（月）～８月４日（木）まで

 （８月５日（金）に，各講師に自由に質問・討論できるオフィスアワーを設けました。）

２．時　　　　間：毎日　１０：３０～１６：００

３．場　　　　所：数理解析研究所４階大講演室

４．演題及び講師：３次元多様体のトポロジー　　　　　　　講　師　　葉廣　和夫

 くみひもの数理　　　　　　　　　　　　助　手　　鈴木　武史

 劣モジュラ構造と離散凸性　　　　　　　教　授　　藤重　　悟

５．受　 講　 料：７,２００円

６．受 付 期 間：６月１３日（月）～７月４日（月）　１７：００（必着）

７．問い合わせ先：数理解析研究所　総務掛　「数学入門公開講座」係

 　ＴＥＬ：７５３－７２０３　ＦＡＸ：７５３－７２７２　

 　E-mail：kouza@kurims.kyoto-u.ac.jp

 詳細は，数理解析研究所ホームページをご覧ください。

 http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/̃kenkyubu/kokai-koza/index.html

公開講座

フィールド科学教育研究センター芦生研究林 公開講座 ２００５ 
森のしくみとその役割　－森にくらして－

プログラム ７月２８日（木）　過去へのいざない（講義）

　 ７月２９日（金）　探索と森林浴

　 ７月３０日（土）　未来へ（講義）

１．日　　程：７月２８日（木）１３：００　～　７月３０日（土）１２：００（２泊３日）

２．会　　場：フィールド科学教育研究センター　芦生研究林（京都府北桑田郡美山町芦生）

３．交通手段：自家用車または路線バス

４．定　　員：５０名（応募者多数の場合は抽選）

５．受 講 料：８,２００円（但し，宿泊費などは別途必要）

６．申込方法：官製往復はがき（１名につき１枚）に住所，氏名，フリガナ，年齢，性別，連絡先 （電話番号・

FAX番号・Ｅ-mailアドレス)，交通手段（自家用車または路線バス利用）を記入し，返信用は

がきには郵便番号，宛先を記入のうえ６月３０日（木）《必着》までにお申込みください。（小学

生は不可，中学生は保護者同伴）

 ※個人情報は本公開講座の運営にのみ使用いたします。

７．申 込 先：〒６０６－８５０２　京都市左京区北白川追分町　京都大学農学研究科等教育･研究協力課研究協力掛宛

 　ＴＥＬ：７５３－６４１１　ＦＡＸ：７５３－６０２０

 　E-mail：kenkyo11@mail.adm.kyoto-u.ac.jp

８．そ の 他：詳細は，フィールド科学教育研究センターのホームページ（http://www.fserc.kais.kyoto-u.ac.jp）

をご覧頂くか，申込先にお尋ねください。
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霊長類研究所公開講座  「サルを見てヒトを知ろう」

１．日　　　　時：８月１８日（木）・１９日（金）　１０：００～１７：００

２．場　　　　所：霊長類研究所（愛知県犬山市官林）　

３．演題及び講師：「人間はいつ人間になったか？」　　　　　　　　　正高　信男

 「ヒトは“大きな脳をもつサル”か？」　　　　　　相見　　滿

 「サルの病気から見えてくるもの」　　　　　　　　鈴木　樹理

 「性行動からなにがわかるか～ボノボ・チンパンジーの観察から」

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本　千絵

　　実　　　　習：形態学　　　　　　　遠藤　秀紀

 心理学　　　　　　　田中　正之

 野外観察　　　　　　橋本　千絵

 遺伝学　　　　　　　川本　　芳

４．受　 講　 料：７,２００円　

５．申 込 締 切：７月１１日（月）

６．定　　　　員：６０人

７．問い合わせ先：霊長類研究所　総務掛　ＴＥＬ：０５６８－６３－０５１２　ＦＡＸ：０５６８－６３－００８５

 E-mail：ko17kai@pri.kyoto-u.ac.jp

　 申込方法等，詳細は霊長類研究所ホームページをご覧ください。

 http://www.pri.kyoto-u.ac.jp/index-j.html

理学研究科数学教室公開講座　「現代数学展望」

１．日　　　　時：８月８日（月）～８月１０日（水）

　 各日（３日間共）　１０：００～１７：００

２．場　　　　所：理学研究科３号館１０９講義室

３．内　　　　容：積分の周期について　　　　　　　　　　教　授　　吉田　敬之

　 ３次元多様体の大域構造を見る　　　　　教　授　　上　　正明

　 群と不変量　　　　　　　　　　　　　　助教授　　西山　　享

４．受　 講　 料：８,２００円（受講決定通知後に受講料を納入願います。）

　 ※以前とは異なり銀行振込に変わります。

５．申 込 期 間：６月１日（水）～７月１０日（日）

６．問い合わせ先：大学院理学研究科数学教室　ＴＥＬ：７５３－３７００

　 詳細は，理学研究科数学教室ホームページをご覧ください。

　 http://www.math.kyoto-u.ac.jp/koukai.html
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「総合体育館附設プール」の夏季利用

　総合体育館附設プールを以下の期間・時間にかぎり，本学の学生及び教職員向けに開放しますので，ご利用

ください。

１．期　　　　間：７月１日（金）～８月３１日（水）　（この間の４０日程度）

 　　　開放日については後日掲示にてお知らせします。

２．時　　　　間：１２：００～１４：００

３．対　　　　象：本学の学生及び教職員

４．問い合わせ先：学生部学生課（西部構内総合体育館内，電話学内２５９０）

（注意）

１．利用に際しては，受付で必ず職員証又は学生証を呈示し，利用者名簿に氏名等を記入してください。

２．プールに入る前には，必ずシャワーを利用し，十分な準備体操を行ってください。また，水泳帽は必ず

着用してください

３．貴重品は，持ち込まないでください。

４．都合により，利用をお断りする日がありますので，ご了承ください。

　（学生部）

お知らせ

環境安全保健機構開設記念フォーラム

１．日　　　　時：７月６日（水）　１５：００～１７：００

２．場　　　　所：時計台記念館２階　国際交流ホール

３．プログラム：総長挨拶 総長　　　　　　　　　　　　　　尾池　和夫

 「環境安全保健機構発足について」 環境安全保健機構長　　　　　　　大嶌幸一郎

 「京都議定書について」 京都市環境局地球環境政策部長　　�橋　政和

 「環境問題京都大学への提言」 名誉教授・元環境保全センター長　高月　　紘

 （パネルディスカッション）

 　「京都大学における環境安全の課題について」

 　　　尾池総長

 　　　大嶌環境安全保健機構長

 　　　高月名誉教授・元環境保全センター長

 　　　�橋京都市環境局地球環境政策部長

 　　　（司会）理事　田中　成明

４．参 加 資 格：教職員・学生　

５．定　　　　員：先着２００名　

６．問い合わせ先：施設・環境部環境安全課環境企画掛　ＴＥＬ：７５３－２３６４　
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　本学の学生及び教職員の厚生施設として，「白浜海の家」を，下記のとおり１年を通じて開設していますので，

ご利用ください。

　この「海の家」の裏には砂浜が広がり海水浴が楽しめ，足を延ばせば，円月島や三段壁といった観光スポッ

トや白浜温泉街が近くにあります。

　また，隣接するフィールド科学教育研究センター海域ステーション瀬戸臨海実験所には，５００種類以上の海の

生物を集めた「京大白浜水族館」があります。（有料）

１．名　　称：京都大学白浜海の家

２．所 在 地：和歌山県 西  牟  婁  郡 白浜町　京都大学フィールド
にし む ろ ぐん

科学教育研究センター海域ステーション瀬戸臨

海実験所構内

３．開設期間：通年開設（１２月２９日～１月３日を除く）

４．収容人数：和室３室　３０名

５．所要経費：１人１泊２食付き　２,３００円

 （体育会会員１,７００円）

６．申込及び問い合わせ先：

 体育会事務室（西部構内総合体育館内，電話学

内　２５７４）に照会ください。

（学生部）

「白浜海の家」の利用

「白馬山の家」の夏季・秋季開設

　本学の学生及び教職員の厚生施設として，以下のとおり「白馬

山の家」の夏季・秋季開設を行いますのでご利用下さい。

　この「山の家」は，中部山岳国立公園白馬山麓の 栂  池 高原に
つが いけ

あり，雄大な自然の中で，夏季は避暑地として，秋季は紅葉の

中で登山・トレッキングに最適の場所です。ゴンドラ・ロープ

ウエイを利用すれば，標高１９００メートルの栂池自然園で別世界

を満喫できます。また，近くにはたくさんの温泉があり，疲れ

た身体を癒してくれます。

　建物は山小屋風の木造地上２階地下１階建で，１階が食堂兼

談話室，２階が寝室，地下が浴室・乾燥室となっています。

１．名　　称：京都大学白馬山の家

２．所 在 地：長野県 北  安  曇  郡  小  谷  村 大字 千  国 字柳久保乙８６９－２
きた あ ずみ ぐん お たり むら ち くに

 （交通機関）ＪＲ大糸線「白馬大池駅」下車，長野電鉄バス「栂池高原」下車，徒歩２０分

３．開設期間：７月１０日（日）～１０月３１日（月）

４．収容人数：２６名

５．所要経費：１人１泊２食付き　２,６００円（体育会会員２,０００円）

６．申込及び問い合わせ先：

 体育会事務室（西部構内総合体育館内，電話学内　２５７４）に照会ください。　　　（学生部）
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［第１回］幕末京都の尊攘堂セレクション（平成１７年６月１日～）

　第一回目は，明治維新後に子爵品川弥二郎が全国の勤皇志士に手紙で呼びかけて収集し，四条高倉通にあっ

た尊攘堂において展示した勤皇志士たちの墨跡などを中心としたコレクション「維新特別資料」（尊攘堂資料）か

ら以下のような１０点を展示します。

　１．「尊攘」の額

　２．「藤本鐵石書状」

　３．品川弥二郎が着用した「陣笠」

　４．大久保利通が使用した「煙草盆」

　５．吉田松陰木像（複製版）

　６．平野国臣が獄中で作成した「紙撚文書（手紙）」

　７．長州藩の「奇兵隊日記」

　８．「奇兵隊日記」（複製版）

　９．「京都維新史跡写真帳」

１０．「及門録」

編集後記
　広報誌の取材で京都大学所有の清風荘へ行く機会を得ました。久しぶりの訪問でしたが、木々の緑に

おおわれた敷地に数寄屋造りの建物と茶室、それに明治、大正にわたって庭園の総合プロデューサーと

して活躍した小川治兵衛氏によって作られた広々とした日本庭園があります。敷地内に入ると騒々しい

世間から離れ、時間の流れもゆったりと感じられる雰囲気をかもしだしています。庭園の池には鯉が悠

然と泳ぎ、カルガモ母鳥と幼い７匹が心を和ませてくれていました。ところが管理人の話によると幼鳥

２匹が天敵に襲われたとの話。今の世の中何が起こるかわかりません。危機管理の重要性をこんなとこ

ろでも教えられました。（清風荘のアドレス　http://www.kyoto-u.ac.jp/notice/05_seifu/index.htm）

附属図書館の特色ある貴重なコレクションの常設展示
「附属図書館セレクション」

　附属図書館は，図書館資料（図書）を約９０万冊所蔵しています。２

階には，開架図書を約９万冊配置していますが，全体の１０％程度に

過ぎません。残りの９０％の蔵書は，地下書庫に収蔵しています。こ

れらの書庫内資料は，ＯＰＡＣやカード目録で検索して，カウンター

に請求し，利用していただいています。この度，これらの書庫内資

料から，附属図書館の特色を示す貴重な資料で，社会的によく利用

されているものを，「附属図書館セレクション」として一定のテーマ

の下に常設展示することとしました。２，３ヶ月に１回の頻度で内容

を新しくして，１階の学生希望図書申込みコーナーにおいて，常時

附属図書館の貴重資料を紹介して参りますので，ご期待ください。

　問い合わせ先：附属図書館情報サービス課特殊資料掛　ＴＥＬ：７５３－２６４０


